













































Examination of Practical Education with Regard to the Qualities and 
Competences of Students Aiming to Be Nursery School Teachers













































































































































実 習 の種 類  
実 習 参 加人 数 及 び配 布 数  (名 ）  
回 収 数  （部 ）  回 答 率  (％）  
保 育 実 習 Ⅰ(保 育 所 ） 6 1  5 3  8 6 . 9％幼 稚 園 教 育実 習  53  4 9  9 2 . 4 %保 育 実 習 Ⅰ（施 設 ） 5 9  5 2  8 8 . 1 %
保 育 実 習 Ⅱ 59  5 4  9 1 . 5 %
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習」の現状と課題. 小田原女子短期大学研究紀要, 8, 
75-95.
Ⅶ．まとめ
　保育者を目指す学生の保育者を志す意識や資質と力
量の向上を図るための実習を検討するにあたり、近年
では「協働」というキーワードが取りざたされる。今
村・新内・肥塚（2010）は、大学・地域・行政の各方
面が互いに協働という言葉を切り口に協働によるネッ
トワークの構築を模索している。外部機関と協働する
ためには、まず学内で担当する三実習の指導教員の協
働の在り方が、保育者を目指す学生の資質と力量の向
上を図るためには重要になるだろう。しかし、そのよ
うな養成校教員の協働による実習指導のあり方の検討
を行った研究はあまりなされていないようである。実
習教育での三実習の「協働」の取り組みこそが、保育
者の理論と実践の融合という面からも重要かつ急務な
のではないか。なぜならば、三実習を行うのは当然な
がら一人の学生であり、バランスの良い保育者になる
ためには、これら三実習のグランドデザインが整って
いなければならず、そうなってこそ理論と実践の融合
も可能になると考えるからである。
　しかし、それらに大変な困難さを伴うことは、前述
のそれぞれの実習の分析及び考察にみられた視点の違
いや、基本的には今回のアンケート項目に関してのそ
れぞれの実習内容と合致するか否かにも表れている。
　そこで、今回の研究における三実習の協働につい
は、共通のテーマを設定して、それらに協働して取り
組むということをその内容にしたいと考えるのであ
る。共通のテーマに対して三実習が協働して取り組
む、その過程を通して三実習の担当者がお互いにそれ
ぞれの実習についての考え方の理解を深め、どう協働
していくことができるかを検討していく、いわばこの
テーマの相互の専門性の理解のためのツールとしての
役割を担うのである。
　今後は、三実習の協働により目指すテーマとは何
か、三実習が共通して取り組むべきものとは何か、そ
れらこそが現在の社会における子どもに関する緒問題
の解決に際して有効な働きに資するものである必要が
あるが、このテーマを検討することが三実習の協働に
向けての取り組みの次の段階として位置付けていきた
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